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１． 研究目的 
（１）問題の背景 
近年，女性の社会進出が推進されている．内閣

府（2007）は「仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・バランス）憲章」を掲げ，「仕事は，暮らしを

支え，生きがいや喜びをもたらす．同時に，家事・

育児，近隣との付き合いなどの生活も暮らしには

欠かすことはできないものであり，その充実があ

ってこそ，人生の生きがい，喜びは倍増する．」と

している．子育てと，仕事をバランスよく行うこ

とが，母親の精神的健康のためには重要であると

いえる． 
しかし実際には，最近ニュースでも取り上げら

れているように，保育所に入れないなどの問題で

働くことが難しい場合もある．また，子どもが急

に体調を崩すなどということもあるため，働きな

がらの育児には困難も多く，周囲からのサポート

なくしては難しいのが現状であるといえるだろう． 
また，日本の風潮として，大日向（2000）は，

「母性愛神話」という言葉を用い，未だに「子育

ては女性がすべきであり，こなせて当たり前だと

考える風潮」があることを指摘している．そして，

育児の責任を負わされた母親は大きな不安を抱い

ていると述べている．イクメンという言葉もある

が，まだまだ父親の育休取得率は低いと言わざる

を得ず，母親には育児と，育児の責任という面で

負担が大きいといえるだろう． 
近年，児童虐待の増加が大きな問題となってい

る．虐待による死亡事例の約 6 割が 0 歳児という

平成 26 年度の調査結果（厚生労働省，2016）を受

け，厚生労働省は地方公共団体に対し，「妊婦が抱

えている不安感を軽減するアプローチの実施」を

提言している． 
また，妊娠期は身体的にも心理的にも非常にリ

スクの高い時期となる．医療技術の発展により，

妊娠出産による死亡率はかなり減っているものの，

出産は生と死が隣り合わせだという事実に変わり

はない．心理的にも，自分だけの体ではないこと

や，身体的な変化を受け入れることが必要となり，

一人の女性が母親として生まれなおす時期となる． 
永田（2011）は，「親として生まれなおすこの時期，

女性は赤ちゃんと同じように傷つきやすく，無防

備になってしまう」と述べ，さらに，「この時期を

暖かい見守りの中で過ごすことができるかどうか

は，親のメンタルヘルスやその後の親子関係にも

多かれ少なかれ影響を及ぼしていく」と述べてい

る．また，永田（2011）は，「産後の母親は身体的

な回復や赤ちゃんのケアに時間がとられ，外出に

も負担がかかる」と述べている．産後しばらくは

外出することが難しく，支援を求めることが難し

くなる場合も多いため，妊娠期からの継続した心

理的支援が必要であると考えられる． 
母子画はギレスピー（1994）が考案した描画法

であり，本人も意識していない母子や妊娠に対す

るイメージが表現されている．対象関係論を理論

的背景としており，表現された母親像と子ども像

の関係は，被験者の心の中に住む母親と子どもの

関係を表しているとされている．本邦では馬場

（2005）が母子画から対象関係の大まかな解釈を

可能にするために，大学生を対象に調査を行い，
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表情・身体接触・アイコンタクトの表現型を順序

尺度として数量化している．今関ら（1987）は女

子学生に対して母子画と，「母性」についての自由

連想を実施し，結果から，「母子画や自由連想によ

るスクリーニングを行い，ネガティブな母性イメ

ージを持つ女性への援助を提供することが育児ノ

イローゼや虐待の防止につながる」と，母子画の

有用性について述べている． 
そこで本研究では，妊娠期から出産後の女性の

心理的変化を明らかにすること，そして，身体的

にも心理的にもリスクの高い，妊娠期・出産後の

女性の心の安定に寄与するサポートを明らかにす

ることを目的としてインタビューと母子画により

研究を行う．また，本研究では，働きながら子育

てを行う女性に焦点を当てて研究を行う．仕事を

することは，女性が自分自身の人生を生きるため

に重要である．さらに，近年では労働力不足の問

題もあり，働きながら子育てをする女性は，今後

も増加すると考えられる．働きながら子育てを行

う女性を対象に研究を行うことで，女性が働きな

がら子育てを行う際に感じている困難や必要な心

理的サポートを明らかにする． 
（２）方法 

第１研究では，妊娠・出産前の女性と出産経験

のある女性の，妊娠・出産・赤ちゃんについての

捉え方の特徴を量的に比較検討する．また，第２

研究で使用する母子画の基礎資料の収集を行う． 
 第 2 研究では，出産後の母親に妊娠期の出来事

やそれに伴う気持ち，心の安定に寄与するサポー

トを明らかにするために，言語的・非言語的両側

面から分析を行う． 
第１研究 

１）対象者：女子大生 100 名，出産経験のある女

性 100 名． 
２）方法：①自由記述：妊娠出産についてのイメ

ージを自由に記述してもらう． 
②母子画：「母と子の絵を描いてください」と教示

し，A4 用紙に 2B の鉛筆で母子の絵を描いてもら

う． 
③対児感情尺度改訂版（花沢，1992）：「あたたか

い」「うれしい」などの接近に関する項目 14 項

目，「よわよわしい」「はずかしい」などの回避

14 項目，計 28 項目．4 段階評価で行う．  
３）分析： 自由記述データは KJ 法で分析し，女

子大生と出産経験のある女性それぞれの，妊娠・

出産についてのイメージについて比較検討を行う．

母子画は馬場の分析基準を参考に数値化し，対児

感情尺度とともに量的に分析を行う．  
第２研究 

１）対象：第１子出産後 2 年以内の働いている女

性 4 名． 
２）方法：①半構造化面接：時系列に沿って，「妊

娠を知った時，妊娠中，出産，出産後，それぞ

れの時期の出来事や気持ち，サポートについて」

質問をする．第１研究の自由記述の結果から，

さらに質問項目を検討する． 
②母子画：第１研究と同じ手続き． 
③対児感情尺度：第１研究と同じ手続き． 
３）分析：半構造化面接のデータは複線経路・等

至性モデル（Trajectory Equifinality Model：TEM）

で分析を行う．半構造化面接からデータを逐語化

し，切片化を行い，時間順にそれぞれの調査協力

者の出来事を並べる．TEM では調査協力者 1 人に

つき 3 回面接を行う． 
1 回目に面接を行い，図としてまとめたものを，

2 回目の面接で協力者と話し合いながら修正し深

め，さらにもう一度修正したものをもとに話し合

う．1 人につき 3 回面接を行うことで，より深く，

正確なデータを得ることが可能となる． 

 
図１．第２研究の手順 

 
本研究では，半構造化面接と母子画を組み合わ

せることで，言語的な側面と非言語的なイメージ

との両面から質的に分析を行い，妊娠・出産にお

ける心理的変化と必要なサポートを明らかにする

ことが可能になると考えられる． 
 
２． 研究実施内容 
 研究に必要な，妊娠・出産，母子画等について

の知識を深めるため，妊娠・出産については大日

向（1988）（2000），永田（2011）（2016）を中心に

文献を読み進めた．母子画については馬場（2005）
や今関（1987），TEM についてはサトウ（2009）
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を中心に文献を読み進めた．日本心理臨床学会第

35 回大会に参加し，妊娠期から出産後における心

理的プロセスについての研究の意見交換を行った

り，妊娠・出産・育児の切れ目のない支援につい

てのシンポジウムを聞いたりすることで，研究に

関する最新の知見を得ることができた． 
 11 月に研究計画を完成させ，調査用紙を作成し

た． 
 12 月から地域の子育て支援センターで実習を開

始し，利用者の方々と実際に話をする中で，妊娠・

子育て期の母親への心理的サポートについての理

解を深めている．実習は 2017 年 5 月までを予定し

ている． 
 2 月には，大妻女子大学生命科学研究倫理委員

会から，研究計画についての承認を得た．3 月に

は専攻内で行われる修士論文構想発表会にて発表

を行い，様々な指摘を得て，より詳細な研究計画

へと改善を行った． 
 
３． まとめと今後の課題 
 妊娠・出産，母子画についての理解を深め，妊

娠期から出産後の女性への心理的サポートを明ら

かにするために必要な研究計画を完成させた．ま

た，大妻女子大学生命科学研究倫理委員会から，

研究を行うための承認を得た．2017 年 4 月からは，

第１研究の調査用紙の配布と回収を行い，6 月ま

でに分析と結果・考察のまとめを行う．7 月～11
月に第２研究の半構造化面接を実施し，12 月～1
月に分析と結果・考察をまとめ，1 月 31 日に修士

論文としてまとめ，提出する． 
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